
● 「健康寿命と平均寿命」 

平均寿命と健康寿命との差は、日常生活に制限の 

ある「不健康な期間」を意味します。平均寿命と 

健康寿命（日常生活に制限のない期間）の差は、平成

22 年で、男性 9.13 年、女性 12.68 年で、今後、

平均寿命の延伸に伴い、健康寿命との差が拡大すれば、

医療費や介護給付費の多くを消費する期間が増大 

することになります。疾病予防と健康増進、介護予防

などによって、平均寿命と健康寿命の差を短縮するこ

とができれば、個人の生活の質の低下を防ぐとともに、

社会保障負担の軽減も期待できます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 資料：平均寿命は厚生労働省「平成 22 年完全生命表」 

        健康寿命は厚生労働科学研究費補助金 

「健康寿命における将来予測と生活習慣病対策の費用対効果に関する研究」 
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